
身
近
な
神
奈
川
古
代
史
の
発
見 

 

―
横
浜
の
古
代
を
起
点
と
し
て
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光
陵
高
校 

須
藤
智
夫 

 
 

 
 

 

一 

は
じ
め
に 

 

「
神
奈
川
に
は
古
代
史
が
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
存
在
し
て
い

る
よ
う
に
、
現
代
の
当
地
域
と
の
接
点
が
見
出
し
に
く
い
古
代
史
を
い
か
に
学

ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
学
ぶ
た
め
の
き
っ
か

け
と
し
て
、
自
己
と
の
関
連
性
を
感
じ
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

自
分
が
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
地
域
に
も
古
代
史
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
、

断
片
的
な
資
料
で
あ
っ
て
も
見
つ
め
直
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ

よ
り
い
く
つ
か
の
実
践
例
に
基
づ
き
、
地
名
・
人
名
、
そ
し
て
考
古
資
料
な
ど

に
注
目
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
み
た
い
。 

  

二 

地
元
の
古
代
史
の
発
見
〔
古
代
地
名
・
人
名
の
例
示
〕 

 

報
告
者
は
二
〇
〇
八
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
『
光
陵
セ
ミ
ナ
ー
』
と
称
す
る

生
涯
学
習
の
講
座
に
お
い
て
、「
横
浜
か
ら
見
え
る
日
本
の
古
代
史
」
と
題
し
て
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
古
代
史
〔
古
墳
時
代
中
心
〕
に
関
す
る
授
業
実
践
を
試
み

た
。
古
代
史
と
い
え
ば
、『
古
事
記
』
、『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
基
本
史
料
の
講

読
か
ら
古
代
を
考
え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
が
、
一
般
の
人
々
に
こ
れ
を
読
み

解
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
と
、
準
備
作
業
に
相
当
な
時
間
が
必
要
と
な
り
、

難
解
な
古
典
の
イ
メ
ー
ジ
ま
で
重
な
る
と
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
一
般
の
人
々
や
高
校
生
が
、
気
軽
で
簡
単
に
古
代
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
み
る
と
、
地
名
や
人
名
に
注

目
す
る
方
法
が
思
い
浮
か
ぶ
。
そ
れ
で
は
光
陵
高
校
の
近
郊
や
、
横
浜
地
域
で

は
古
代
と
の
関
連
を
語
れ
る
地
名
や
人
名
は
確
認
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
条
を
紐
解
く
と
、
武
蔵
国
造
の
地
位
を
め
ぐ

っ
て
の
地
位
争
い
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
問
題
を
倭
の
王
権
が
解

決
さ
せ
る
と
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
国
造
よ
り
四
ヶ
所
の
ミ
ヤ
ケ
が
献
上
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
横
渟
」
、「
橘
花
」
、「
多
氷
」
、「
倉
樔
」
の
ミ
ヤ
ケ
が
そ
れ

で
あ
る
。
ま
た
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
「
国
造
本
紀
」
に
よ
る
と
、
武
蔵
国
領

域
の
国
造
と
し
て
は
、「
无
邪
志
」
国
造
、「
胸
刺
」
国
造
、「
知
知
夫
」
国
造
の
、

相
模
国
領
域
の
国
造
と
し
て
は
「
相
武
」
国
造
、「
師
長
」
国
造
の
名
前
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
六
世
紀
代
に
ま
で
遡
る
可
能
性
の
あ
る
古
代
地
名
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
文
献
史
料
に
よ
り
推
測
で
き

る
律
令
制
以
前
の
地
名
で
あ
る
。
律
令
制
下
の
地
名
と
な
る
と
、『
六
国
史
』
な

ど
に
よ
っ
て
断
片
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
〇
世
紀
前
半
に
な
る
と
『
和

名
類
聚
抄
』
か
ら
古
代
の
行
政
区
画
の
名
称
を
体
系
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
律
令
制
成
立
当
初
ま
で
遡
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る

の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
現
在
の
横
浜
市
域
は
武
蔵
国
「
久
良
」
郡
・
同
「
都
筑
」
郡
・
同
「
橘

樹
」
郡
の
一
部
と
相
模
国
「
鎌
倉
」
郡
の
一
部
か
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
地
域
の
郷
名
で
は
次
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

久
良
郡
星
川
郷
＝
現
在
の
保
土
ヶ
谷
区
星
川
町
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
郷
内

と
思
わ
れ
る
保
土
ヶ
谷
区
役
所
東
側
の
川
辺
町
付
近
に
は
、

近
世
の
段
階
で
「
柳
坪
」
の
地
名
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

条
里
制
の
「
坪
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

久
良
郡
諸
岡
郷
＝
現
在
の
港
北
区
師
岡
町
と
考
え
ら
れ
る
。
飛
鳥
時
代
の
迎

賓
館
と
考
え
ら
れ
て
い
る
奈
良
県
石
神
遺
跡
よ
り
、
七
世
紀

末
の
史
料
と
思
わ
れ
る
「
諸
岡
五
十
戸
」
木
簡
が
発
見
さ
れ



て
お
り
、「
諸
岡
」
の
地
名
が
こ
の
時
点
ま
で
遡
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。
他
の
郷
名
に
つ
い
て
も
こ
の
時
期
ま
で
遡
る

も
の
が
か
な
り
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

都
筑
郡
針
斫
郷
＝
現
在
の
緑
区
西
八
朔
町
・
北
八
朔
町
が
こ
の
遺
称
地
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。 

 

都
筑
郡
幡
屋
郷
＝
現
在
の
旭
区
さ
ち
が
丘
に
「
半
ヶ
谷
」
の
地
名
が
残
り
、

鎌
倉
時
代
に
は
「
榛
谷
」
氏
が
活
躍
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
榛
谷
」
こ
そ
「
幡
屋
」
の
遺
称
と
考
え
ら
れ
、「
半
ヶ

谷
」
付
近
が
古
代
の
幡
屋
郷
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
ま

た
、
旭
区
さ
ち
が
丘
の
西
隣
は
旭
区
「
善
部
」
町
で
あ
る
が
、

こ
の
「
善
」
の
字
は
元
来
は
「
膳
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
想
定
す
る
と
、
こ
の
地
域
は
元
々
は
「
膳
部
」

と
表
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
は
、
倭
王
権
に

食
膳
を
以
っ
て
、
奉
仕
し
て
い
た
膳
部
氏
の
分
布
・
活
躍
を

示
す
こ
と
に
な
る
。 

橘
樹
郡
高
田
郷
＝
橘
樹
郡
は
現
在
の
川
崎
市
域
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
う
ち
の
高
田
郷
に
つ
い
て
は
、
西
に
隣
接
す
る
横

浜
市
域
に
港
北
区
高
田
町
が
あ
り
、
こ
ち
ら
を
遺
称
地
と
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
古
代
地
名
と
現
代
地
名
を
関
連
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
ケ
ー

ス
を
い
く
つ
か
指
摘
で
き
る
が
、
か
か
る
事
実
を
認
識
し
て
、
現
地
を
訪
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
古
代
史
を
体
感
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

次
に
、
人
名
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
と
、
現
代
の
名
字
に
古
代
か
ら
伝
わ

っ
て
い
る
も
の
は
確
認
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
現
代
の
「
○
部
」
、「
○

○
部
」
な
ど
と
「
部
」
の
つ
く
姓
は
、
古
代
の
部
民
制
と
の
関
連
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
服
部
」
、「
軽
部
」
、「
磯
部
」
、「
曽
我
部
」
な
ど

が
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
横
浜
付
近
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
関
連
し
た
古
代
人

名
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
続
日
本
紀
』
、『
万
葉
集
』
な
ど
を

確
認
す
る
と
、
わ
ず
か
な
例
で
あ
る
が
、
手
掛
か
り
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
こ
れ
を
郡
別
に
指
摘
し
よ
う
。 

 

久
良
郡
＝
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
六
月
二
一
日
条
に
よ

る
と
、
「
飛
鳥
部
吉
志
五
百
国
」
が
橘
樹
郡
か
ら
こ
の
地
に
来
て
白

雉
を
捕
ら
え
、
こ
れ
を
中
央
政
府
に
祥
瑞
と
し
て
献
上
し
た
と
い
う

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
飛
鳥
部
に
つ
い
て
は
橘
樹
郡
の
項
を
参
照
。 

 

都
筑
郡
＝
『
万
葉
集
』
巻
二
十
に
は
、
天
平
年
間
に
防
人
と
し
て
徴
発
さ
れ

た
「
服
部
於
田
」
と
そ
の
妻
「
服
部
呰
女
」
の
歌
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
氏
名
は
機
織
を
職
務
と
す
る
服
部
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
服

部
は
東
国
で
は
武
蔵
・
安
房
・
美
濃
・
越
前
・
佐
渡
な
ど
に
分
布
す

る
が
、
全
国
的
に
設
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
郡
で
は
「
立

野
」
、
「
膳
部
」
が
活
躍
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。 

 

橘
樹
郡
＝
久
良
郡
で
雉
を
捕
ら
え
た
「
飛
鳥
部
吉
志
五
百
国
」
は
、
橘
樹
郡

の
住
人
で
あ
る
。
飛
鳥
部
吉
志
は
飛
鳥
部
吉
士
と
同
じ
で
、
河
内
国

の
安
宿
郡
に
本
拠
地
を
持
つ
百
済
系
の
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
。
吉
士

系
の
諸
氏
は
倭
王
権
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ミ
ヤ
ケ
経
営
の
専
門
的
集

団
で
あ
り
、
橘
樹
郡
の
飛
鳥
部
吉
士
も
ミ
ヤ
ケ
の
実
務
に
携
わ
っ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
吉
士
系
の
諸
氏
は
、
倭
王
権
の
地
方
支
配
の

た
め
に
、
各
地
の
ミ
ヤ
ケ
周
辺
に
入
植
さ
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
さ
て
、
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
の
調
庸
布
墨
書
銘
に
橘
樹
郡

橘
樹
郷
の
住
人
と
し
て
、
「
刑
部
直
国
当
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い

る
。
刑
部
は
允
恭
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
忍
坂
大
中
姫
の
名
代
と
も
、



敏
達
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
押
坂
大
兄
皇
子
の
名
代
と
も
い
う
。
東
国

で
は
、
伊
勢
・
尾
張
・
駿
河
・
武
蔵
・
下
総
・
美
濃
・
越
前
な
ど
に

分
布
す
る
が
、
全
国
的
に
分
布
す
る
と
い
っ
て
よ
く
、
刑
部
直
は
こ

う
い
っ
た
刑
部
の
伴
造
氏
族
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
さ
ら
に
、『
万
葉
集
』
巻
二
十
に
は
、
天
平
年
間
に
防
人
と
し
て
徴

発
さ
れ
た
橘
樹
郡
の
物
部
真
根
と
そ
の
妻
で
あ
る
椋
椅
部
弟
女
の

歌
を
載
せ
て
い
る
。
物
部
は
東
国
に
広
く
分
布
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

橘
樹
郡
の
物
部
の
系
統
は
不
明
で
あ
る
。
椋
椅
部
は
崇
峻
天
皇
の
椋

椅
宮
に
ち
な
む
部
民
と
考
え
ら
れ
る
が
、
武
蔵
・
美
濃
・
信
濃
・
越

前
・
丹
後
な
ど
の
そ
の
分
布
が
知
ら
れ
る
。
武
蔵
国
で
は
荏
原
郡
・

豊
島
郡
に
も
分
布
が
確
認
で
き
る
。 

以
上
の
よ
う
に
現
在
の
横
浜
と
そ
の
周
辺
で
は
、
祥
瑞
を
手
に
し
て
律
令
政

府
に
報
告
し
た
住
民
、
防
人
の
兵
役
を
負
担
し
た
農
民
と
そ
の
妻
、
調
庸
布
を

作
成
・
納
入
し
た
農
民
、
そ
し
て
、
彼
ら
の
祖
先
と
し
て
、
ミ
ヤ
ケ
で
働
く
渡

来
系
氏
族
、
名
代
・
子
代
の
部
や
部
曲
の
活
躍
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
だ
け
で
も
横
浜
地
域
に
と
っ
て
は
古
代
史
を
知
る
貴
重
な
手
掛
か
り
で
あ

り
、
そ
の
存
在
を
伝
え
る
意
義
は
大
き
い
。 

 

三 

地
元
の
古
代
史
の
発
掘
〔
考
古
資
料
の
例
示
〕 

地
名
・
人
名
の
分
析
で
古
代
が
見
え
て
く
る
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
が
、

次
に
こ
の
地
域
の
遺
跡
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
よ
う
。
遺
跡
と
そ
こ
か
ら
検
出
さ

れ
た
出
土
品
に
注
目
す
る
と
、
横
浜
に
も
古
代
史
関
連
の
も
の
が
数
多
く
存
在

す
る
。
南
部
の
も
の
を
中
心
に
い
く
つ
か
あ
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。『
光

陵
セ
ミ
ナ
ー
』
で
は
古
墳
時
代
を
重
視
し
て
い
た
た
め
に
古
墳
の
例
示
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
講
座
の
内
容
に
よ
っ
て
、
各
時
代
に
多
寡

が
あ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

①
縄
文
時
代 

杉
田
貝
塚
〔
磯
子
区
〕
＝
中
期
か
ら
晩
期
の
集
落
跡
で
、
そ
の
周
囲
を
貝

で
丘
陵
状
に
造
成
し
て
い
る
。 

 
 

称
名
寺
貝
塚
〔
金
沢
区
〕
＝
漁
を
生
業
と
し
た
中
期
か
ら
晩
期
の
集
落
跡

で
房
総
と
の
交
易
の
痕
跡
が
あ
る
。 

 

②
弥
生
時
代 

三
殿
台
遺
跡
〔
磯
子
区
〕
＝
縄
文
・
古
墳
時
代
へ
も
継
続
す
る
大
集
落
跡

で
、
二
五
〇
棟
の
竪
穴
建
物
が
切
り
合
っ
て
検
出
し
て
い
る
。 

大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
〔
都
筑
区
〕
＝
弥
生
時
代
中
期
の
環
濠
集
落
と
方
形

周
溝
墓
群
で
あ
る
墓
地
を
同
時
に
理
解
で
き
る
貴
重
な
遺
跡

で
あ
る
。 

 

③
古
墳
時
代 

東
野
台
古
墳
群
〔
戸
塚
区
〕
＝
二
号
墳
は
四
世
紀
後
半
の
全
長
五
四
メ
ー

ト
ル
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る
。 

稲
荷
前
古
墳
群
〔
青
葉
区
〕
＝
一
六
号
墳
は
四
世
紀
後
半
の
全
長
三
八
メ

ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る
。 

殿
ヶ
谷
古
墳
群
〔
南
区
〕
＝
一
号
墳
は
全
長
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
四
世
紀
後

半
ご
ろ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。 

仏
向
町
古
墳
〔
保
土
ヶ
谷
区
〕
＝
全
長
二
三
メ
ー
ト
ル
の
五
世
紀
初
め
の

円
墳
。
帷
子
川
水
系
で
は
最
古
の
古
墳
で
あ
る
。 

朝
光
寺
原
古
墳
群
〔
青
葉
区
〕
＝
一
号
墳
は
全
長
三
七
メ
ー
ト
ル
で
五
世

紀
中
ご
ろ
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
冑
を
出
土
し
た
こ
と

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

瀬
戸
ヶ
谷
古
墳
〔
保
土
ヶ
谷
区
〕
＝
墳
丘
を
巡
っ
て
円
筒
埴
輪
列
、
後
円



部
頂
と
そ
の
西
側
斜
面
に
形
象
埴
輪
列
を
も
つ
六
世
紀
中
ご

ろ
の
全
長
四
一
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
前
方
後
円
墳
。 

上
矢
部
町
富
士
山
古
墳
〔
戸
塚
区
〕
＝
周
溝
の
際
か
ら
六
世
紀
中
ご
ろ
の

各
種
の
埴
輪
が
八
〇
個
体
以
上
も
出
土
し
た
円
墳
。
全
長
は

二
九
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
。 

室
の
木
古
墳
〔
磯
子
区
〕
＝
金
銅
装
の
豊
富
な
馬
具
を
副
葬
し
、
凝
灰
岩

切
石
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
六
世
紀
末
の
円
墳
で
あ
る
。
全

長
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
。 

軽
井
沢
古
墳
〔
西
区
〕
＝
砂
岩
切
石
積
の
主
体
部
を
二
基
も
つ
六
世
紀
末

の
前
方
後
円
墳
。
全
長
は
二
七
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
な
い
。 

釜
台
古
墳
群
〔
保
土
ヶ
谷
区
〕
＝
帷
子
川
左
岸
の
丘
陵
上
に
あ
っ
た
群
集

墳
と
思
わ
れ
る
。 

市
ヶ
尾
横
穴
墓
群
〔
青
葉
区
〕
＝
六
世
紀
後
半
か
ら
百
年
間
造
営
さ
れ
た

集
団
墓
地
で
あ
る
。 

浅
間
下
横
穴
墓
群
〔
西
区
〕
＝
七
世
紀
前
半
の
横
穴
墓
群
で
あ
る
。
江
戸

時
代
は
浅
間
神
社
裏
の
観
光
名
所
と
な
る
。 

猪
久
保
西
遺
跡
〔
保
土
ヶ
谷
区
〕
＝
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
四
棟
検
出
さ

れ
た
。
集
落
の
展
開
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

山
下
居
留
地
遺
跡
〔
中
区
〕
＝
近
代
の
外
国
人
居
留
地
の
遺
跡
だ
が
、
こ

の
下
層
か
ら
後
期
の
集
落
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

④
奈
良
・
平
安
時
代 

長
者
原
遺
跡
〔
青
葉
区
〕
＝
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
大
規
模
建

物
群
で
あ
り
、
政
庁
地
区
と
正
倉
地
区
が
発
見
さ
れ
た
。
都

筑
郡
衙
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。 

神
隠
丸
山
遺
跡
〔
港
北
区
〕
＝
大
型
の
掘
立
柱
建
物
群
を
一
辺
五
三
メ
ー

ト
ル
の
溝
が
め
ぐ
る
一
〇
世
紀
前
半
の
館
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

当
時
の
「
富
豪
浪
人
」
の
館
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

来
迎
寺
西
遺
跡
〔
戸
塚
区
〕
＝
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
住
居
跡

八
棟
を
検
出
。
こ
の
時
期
の
集
落
遺
跡
は
貴
重
で
あ
る
。 

後
山
田
南
遺
跡
〔
戸
塚
区
〕
＝
横
浜
新
道
川
上
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
北

側
に
あ
っ
た
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
で
、
一
〇
世
紀
代
の
大

型
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
、
古
墳
時
代
を
中
心
に
横
浜
の
遺
跡
に
注
目
す
る
と
、
前
期
に
お
い
て

は
古
墳
の
規
模
が
小
さ
く
、
前
方
後
方
墳
が
前
方
後
円
墳
や
円
墳
よ
り
先
行
す

る
可
能
性
が
高
い
。
中
・
後
期
も
規
模
は
小
さ
い
も
の
の
、
瀬
戸
ヶ
谷
古
墳
・

上
矢
部
町
富
士
山
古
墳
の
埴
輪
、
朝
光
寺
原
一
号
墳
の
甲
冑
や
室
の
木
古
墳
の

馬
具
、
さ
ら
に
は
軽
井
沢
古
墳
の
二
つ
の
主
体
部
な
ど
は
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
横
浜
は
六
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
、
横
穴
墓
も
盛
ん

に
造
営
さ
れ
る
地
域
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
奈
良
平
安
時
代
に
つ
い
て
は
、
都

筑
郡
衙
跡
が
確
認
さ
れ
、
他
に
も
「
コ
」
字
型
の
役
所
的
機
能
を
も
ち
そ
う
な

掘
立
柱
建
物
跡
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
状
況
で
あ
る
。 

 

四 

横
浜
南
部
の
地
域
史
に
つ
い
て
の
例
示 

 

こ
の
項
で
は
、
筆
者
が
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
に
所
属
し
て
い
た

二
〇
〇
四
年
に
、
ス
ク
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
横
浜
南
部
の
横
浜
市
立
飯
島

中
学
校
で
『
遺
跡
か
ら
見
た
栄
・
戸
塚
区
の
歴
史
』
と
題
す
る
講
座
を
担
当
し

た
が
、
こ
の
時
の
事
例
を
踏
ま
え
て
横
浜
南
部
の
遺
跡
を
補
充
し
て
お
き
た
い
。

舞
台
を
こ
の
地
域
に
限
定
し
て
み
る
と
、
横
浜
北
部
を
中
心
と
し
た
古
代
遺
跡

と
は
、
や
や
趣
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

①
縄
文
時
代 



 
 

細
田
遺
跡
〔
戸
塚
区
〕
＝
中
期
の
ま
と
ま
っ
た
集
落
で
あ
る
。
装
飾
性
に

富
ん
だ
土
器
が
大
量
に
出
土
し
た
。
現
在
は
横
浜
桜
陽
高
校

で
あ
る
。 

 
 

港
南
台
遺
跡
群
〔
港
南
区
〕
＝
細
田
遺
跡
と
同
様
で
、
港
南
台
駅
の
周
辺

に
展
開
し
た
大
集
落
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

東
正
院
遺
跡
〔
鎌
倉
市
〕
＝
数
少
な
い
晩
期
の
集
落
遺
跡
で
、
注
口
土
器

が
多
量
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。 

②
弥
生
時
代 

 
 

そ
と
ご
う
遺
跡
〔
戸
塚
区
〕
＝
柏
尾
川
を
望
む
丘
陵
上
に
、
竪
穴
住
居
六

〇
棟
、
方
形
周
溝
墓
三
基
と
そ
れ
ら
を
囲
む
環
濠
を
も
つ
集

落
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
の
南
東
部
の
丘
陵
に
も
同
時

期
の
環
濠
集
落
で
あ
る
殿
屋
敷
遺
跡
〔
港
南
区
〕
が
対
抗
勢

力
で
あ
る
か
の
よ
う
に
存
在
す
る
。 

 

③
古
墳
時
代 

 
 

東
野
台
古
墳
群
、
上
矢
部
町
富
士
山
古
墳
〔
戸
塚
区
〕
＝
前
項
参
照
。 

 
 

七
石
山
横
穴
墓
群
〔
栄
区
〕
＝
本
郷
台
駅
の
周
辺
に
存
在
し
た
横
穴
墓
群

で
あ
る
。
鼬
川
の
流
域
に
は
多
数
の
横
穴
墓
群
が
爆
発
的
に

造
ら
れ
て
お
り
、
独
特
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。 

 

④
奈
良
・
平
安
時
代 

 
 

今
小
路
西
遺
跡
〔
鎌
倉
市
〕
＝
現
在
の
栄
区
・
戸
塚
区
は
鎌
倉
郡
に
属
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
遺
跡
は
そ
の
郡
衙
の
跡
で

あ
る
。「
コ
」
字
型
に
並
ん
だ
長
大
な
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
か

ら
「
天
平
五
年
」
の
文
字
の
あ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。 

 
 

上
郷
深
田
遺
跡
〔
栄
区
〕
＝
製
鉄
関
連
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
鍛
冶
炉
や

工
房
跡
、
砂
鉄
が
検
出
さ
れ
た
竪
穴
建
物
が
発
見
さ
れ
た
。 

上
郷
猿
田
遺
跡
〔
栄
区
〕
＝
八
世
紀
代
の
竪
穴
住
居
が
一
三
棟
検
出
さ
れ
、

大
集
落
に
発
展
す
る
様
相
を
も
つ
。 

当
地
域
の
地
名
に
も
注
目
し
て
み
る
と
、
栄
区
の
鎌
倉
街
道
沿
い
に
「
鍛
冶

ヶ
谷
」
の
地
名
が
確
認
で
き
、
上
郷
深
田
遺
跡
と
の
関
連
が
問
題
と
な
る
。
ま

た
、
同
区
の
中
央
部
に
は
「
公
田
」
の
地
名
が
残
り
、
こ
の
あ
た
り
が
奈
良
・

平
安
時
代
に
お
い
て
公
領
で
あ
っ
た
可
能
性
を
語
っ
て
い
よ
う
。
上
郷
猿
田
遺

跡
な
ど
の
集
落
跡
と
の
関
係
も
こ
こ
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

五 

神
奈
川
の
他
地
域
に
つ
い
て
の
例
示 

 

報
告
者
は
さ
ら
に
県
央
部
を
歴
史
的
舞
台
と
す
る
実
践
を
行
う
機
会
に
恵
ま

れ
た
が
、
そ
れ
は
二
〇
〇
四
年
度
に
、
座
間
高
校
で
行
っ
た
『
遺
跡
か
ら
見
た

神
奈
川
（
座
間
）
の
古
代
』
の
実
践
で
あ
る
。
前
項
の
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

に
よ
る
ス
ク
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
遺
跡
に

つ
い
て
も
、
高
校
生
に
伝
え
た
い
身
近
な
古
代
史
を
知
る
材
料
と
い
え
る
。 

 

①
先
土
器
時
代 

 
 

栗
原
中
丸
遺
跡
〔
座
間
市
〕
＝
目
久
尻
川
の
源
流
に
近
い
段
丘
に
所
在
し
、

先
端
が
磨
か
れ
た
石
斧
や
多
く
の
石
器
群
が
発
見
さ
れ
て
い 

 

る
。
現
在
は
栗
原
高
校
で
あ
る
。 

 
 

月
見
野
遺
跡
群
〔
大
和
市
〕
＝
目
黒
川
流
域
に
は
、
多
く
の
旧
石
器
時
代

の
遺
跡
が
展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
石
器
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。 

 
②
縄
文
時
代 

 
 

上
野
遺
跡
〔
大
和
市
〕
＝
こ
こ
よ
り
隆
起
線
文
の
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い

る
が
、
県
内
最
古
級
の
草
創
期
の
土
器
で
あ
る
。 

 
 

新
戸
遺
跡
〔
相
模
原
市
〕
＝
柄
鏡
式
の
敷
石
住
居
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ

と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
形
状
の
意
味
な
ど
不
明
な
と
こ
ろ



が
多
い
。
現
在
の
新
磯
高
校
で
あ
る
。 

 
③
弥
生
時
代 

 
 

本
郷
遺
跡
〔
海
老
名
市
〕
＝
計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
墓
地
と
住
居
群
が
発

見
さ
れ
て
い
て
、
環
濠
の
一
部
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
多
様

な
人
々
の
往
来
を
想
定
さ
せ
る
土
器
群
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

小
銅
鐸
も
発
見
さ
れ
た
。 

 
 

河
原
口
坊
中
遺
跡
〔
海
老
名
市
〕
＝
こ
こ
で
も
小
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
た
。 

 
 

神
崎
遺
跡
〔
綾
瀬
市
〕
＝
こ
こ
よ
り
発
見
さ
れ
た
土
器
の
九
割
以
上
が
東

三
河
地
方
の
技
術
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
か
ら
の
集

団
移
動
を
想
定
さ
せ
る
様
相
で
あ
る
。 

 

④
古
墳
時
代 

 
 

秋
葉
山
古
墳
群
〔
海
老
名
市
〕
＝
こ
の
う
ち
の
三
号
墳
は
帆
立
貝
式
の
前

方
後
円
墳
で
、
出
土
し
た
土
師
器
な
ど
か
ら
県
内
で
も
最
古

級
の
三
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

上
浜
田
七
号
墳
〔
海
老
名
市
〕
＝
秋
葉
山
古
墳
群
の
南
方
に
位
置
す
る
前

方
後
円
墳
で
、
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

登
山
古
墳
〔
厚
木
市
〕
＝
人
物
埴
輪
を
出
土
し
た
円
墳
で
六
世
紀
代
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

桜
土
手
古
墳
群
〔
秦
野
市
〕
＝
県
内
の
後
期
古
墳
で
は
保
存
が
よ
い
典
型

的
な
群
集
墳
。
内
部
構
造
に
非
在
地
的
な
要
素
が
あ
る
。 

 
 

登
尾
山
古
墳
〔
伊
勢
原
市
〕
＝
六
世
紀
末
ご
ろ
の
小
規
模
な
円
墳
で
あ
る

が
、
相
模
湾
を
見
渡
す
丘
陵
に
位
置
し
、
銅
鋺
・
馬
具･

玉
類

な
ど
の
優
品
を
出
土
し
て
い
る
。
被
葬
者
は
相
武
国
造
家
の

関
係
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

 
 

浅
間
神
社
西
側
横
穴
墓
群
〔
大
和
市
〕
＝
馬
具
・
鉄
鏃･

金
環
・
玉
類
・
須

恵
器
な
ど
豊
富
な
副
葬
品
を
伴
う
横
穴
墓
群
で
、
七
世
紀
後

半
ご
ろ
の
造
営
と
思
わ
れ
る
。 

 

⑤
奈
良
・
平
安
時
代 

 
 

相
模
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
跡
〔
海
老
名
市
〕
＝
前
者
は
法
隆
寺
式
の
伽
藍 

配
置
で
、
金
堂
・
塔
跡
が
検
出
さ
れ
、
規
模
も
全
国
有
数
の

も
の
で
あ
る
。 

 
 

下
寺
尾
西
方
Ａ
遺
跡
〔
茅
ヶ
崎
市
〕
＝
「
コ
」
字
型
配
置
を
も
つ
郡
庁
と

正
倉
・
館
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
高
座
郡
衙
跡
と
考
え
ら
れ

る
。
近
郊
に
寺
院
跡
や
水
辺
の
祭
祀
遺
構
も
存
在
す
る
。 

 

こ
の
地
域
の
地
名
に
も
注
目
す
る
と
、
古
代
地
名
と
し
て
「
夷
参
」
の
駅
家

の
存
在
が
八
世
紀
末
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
が
一
〇
世
紀
前
半
に
は
「
伊
参
」

の
郷
と
な
り
、
そ
の
後
「
座
間
」
に
転
訛
し
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在

地
名
と
し
て
は
「
国
分
」
が
国
分
寺
と
の
関
連
を
、「
高
座
」
が
高
座
郡
と
の
関

係
を
伝
え
て
い
る
。 

 

六 

受
験
の
古
代
史
と
身
近
な
古
代
史 

 

こ
こ
で
は
受
験
生
向
き
の
授
業
で
郷
土
資
料
を
活
用
す
る
た
め
に
、
教
材
に

登
場
す
る
神
奈
川
の
遺
跡
・
史
跡
を
確
認
し
て
み
た
い
。
受
験
生
と
い
っ
て
も

受
験
的
な
知
識
ば
か
り
を
望
む
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
歴
史
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
話
を
期
待
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
テ
ー
マ
の
場
合
は
扱
う
地
域
を

横
浜
に
限
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
し
、
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
県

レ
ベ
ル
の
視
野
で
見
て
お
き
た
い
。 

 

①
先
土
器
時
代 

 
 

月
見
野
遺
跡
〔
大
和
市
〕
＝
尖
頭
器
、
吉
岡
遺
跡
〔
綾
瀬
市
〕
＝
打
製
石



斧
、
箱
根
山
〔
箱
根
町
〕
＝
箱
根
系
産
黒
曜
石 

 
②
縄
文
時
代 

 
 

南
堀
貝
塚
〔
横
浜
市
〕
、
夏
島
貝
塚
・
平
坂
貝
塚
〔
横
須
賀
市
〕 

 

③
弥
生
時
代 

 
 

大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
、
三
殿
台
遺
跡
〔
横
浜
市
〕 

 

④
古
墳
時
代 

 
 

桜
土
手
古
墳
群
〔
秦
野
市
〕 

 

⑤
奈
良
・
平
安
時
代 

 
 

長
者
原
遺
跡
〔
横
浜
市
〕
、
相
模
国
府
関
連
遺
跡
〔
平
塚
市
〕
、
相
模
国
分

寺
・
国
分
尼
寺
跡
〔
海
老
名
市
〕
、
武
蔵
国
府
関
連
遺
跡
〔
東
京
都
府
中
市
〕
、

武
蔵
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
跡
〔
東
京
都
国
分
寺
市
〕
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
鎌
倉
や
幕
末
・
明
治
時
代
以
降
の
横

浜
以
外
で
も
神
奈
川
の
遺
跡
・
史
跡
が
代
表
的
な
日
本
史
の
舞
台
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
も
、
積
極
的
に
授
業
で
活
用
し
、

受
験
生
に
も
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
神
奈
川
ゆ
か
り
の
著
名
な
古
代
人
も
存
在
す
る
。
石
上
宅
嗣
・
大
伴

家
持
・
菅
野
真
道
・
在
原
業
平
な
ど
は
相
模
守
の
、
源
信
は
武
蔵
守
の
経
験
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
華
厳
宗
の
僧
で
あ
る
「
良
弁
」
が
相
模
出
身
で
あ
る

と
い
う
説
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
多
く
の
受
験
生
に
お
な
じ
み
の
人
物
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
藤
原
頼
通
の
時
代
の
歌
合
せ
で
活
躍
し
、
大
江
公
資
の
妻
で
あ
っ
た

「
相
模
」
に
も
注
目
で
き
る
。
百
人
一
首
に
登
場
す
る
女
流
歌
人
と
し
て
、
こ

の
当
時
の
国
司
の
妻
の
一
例
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
も
活

用
の
余
地
が
あ
る
。 

  

七 

む
す
び
に
か
え
て 

 

以
上
、
地
域
の
古
代
史
を
知
る
た
め
の
資
料
は
不
十
分
な
状
態
で
あ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
当
該
の
資
料
の
考
察
を
深
め
る
こ
と
で
、

地
域
の
古
代
史
を
認
識
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
認
識
後
は
で
き
る
限
り
、

そ
の
縁
の
地
を
訪
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
に
、
各
地
域
の
遺
跡
地
図
に
見
え
る
古
代
遺
跡
を
見
つ
け
出
し
、
指
摘

す
る
こ
と
も
有
効
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
機
会
を
何
回
か
得
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
学
校
周
辺
の
古
代
史
、
自
宅
周
辺
の
古
代
史
な
ど
が
い
つ
の
間
に
か
語
れ

る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。 
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